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水都やながわ information
柳川市民文化会館　

問い合わせ
☎73・7777

【開館時間】 午前 9 時～午後 10 時、月曜休館
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　早稲田大学在学中に知り合い、生涯にわたり親交
が深かった北原白秋と若山牧水。2人を敬愛する師村
妙
みょうせき

石氏（日展会員）と鐘ヶ江勢二氏（市総合美術展運
営委員会）の書道、篆

てんこく

刻作品をギャラリーやロビーに
展示します。また、安東省庵と朱舜水との関係で交流
がある上海市松江地区の書家など５人の中国書作品も
併せて展示。入場は無料で、期間中は作家による作品
解説、初日にシンポジウムを開催予定です。書と篆刻
が織りなす空間で白秋と牧水の友情を感じませんか。
●日時　3 月 21 日（火・祝）～ 26 日（日）午前 10
時～午後 5時（最終日は午後 4時まで）

●日時・料金　3月 17日（金）
午後7時～（約60分）、無料
●出演　児島裕

ゆうこ

子

第3
金曜 ロビーコンサート

ロビコン

詳しくは、同館の公式サイトで確認できます。

●日時・料金　3月 15 日（水）
①午前 10 時～②午前 11 時～
（各 40 分）、1組 500 円

第3
水曜 リトミックひろば

リトミック

　　　　定例イベントsuito

楽器体験ワークショップ参加者募集

　プロのジャズプレイヤーが楽器の弾き方を教えてく
れたり、生演奏を聴かせてくれたりします。事前に
市民文化会館へ電話かメール（suito@city.yanagawa.
lg.jp）での申し込みが必要です。
●日時　3月 26 日（日）午後 2時 30 分～
●対象　小学生以上、定員15人（応募多数の場合は抽選）
●体験楽器　ギター、ベース、ドラム
●参加費　一般 2000 円、高校生以下 1000 円（付き
添い無料）

プロと一緒に楽器に触れよう

　「ピンキーとキラーズ」
でボーカルを務め、解散後
もソロシンガーとして舞台
などで活躍中の今陽子さん
のデビュー 55 周年記念コ
ンサートを開催します。今
回は開館記念の特別料金で
す。懐かしの昭和歌謡に包まれるひとときを会場で一
緒に味わいませんか。
●日時　6月 2日（金）午後 6時開演（開場は 45分前）
●入場料　全席指定 2000 円。未就学児は入場不可
●前売券販売　3月 11日（土）午前10時から市民文化
会館で販売開始

今陽子
SPECIAL LIVE

ピンキーとキラーズ　
デビュー 55 周年記念北原白秋と若山牧水のこころ

～早稲田に学び 同じ下宿で暮らした生涯の友～

北原白秋（左）、若山牧水（右）北原白秋（左）、若山牧水（右）

白秋没後 80 年事業

　市史編集委員会では、数年後に写真を中心とした本を刊行
する予定です。現在さまざまな写真や絵はがきなどを集めて
います。隔月1日号に、同委員会で集めた写真を紹介します。

【問】市生涯学習課市史編さん係（☎ 72・1275）
「思ひ出」写真館

市史抄片別巻　vol.81
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伝習館のアーティストたち  市史編さん係　梅本　真央

【写真 1】 大正後期頃の写真。右から後藤俊春、小野喜一郎、
高椋操、服部優

【写真 2】 東京美術学校在学
中の後藤俊春
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【写真 3】 若き日の高椋操（撮
影時期不明）
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の
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絵


